
認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座
第43回  二十五三昧会　

お問い合わせ─観瀧山 岡本寺（こうほんじ） TEL.072-793-0203

受講費：１０３円（つり銭の無いようにお願いします）
①勉強会・本堂 14時～16時  ②交流会 16時～18時

二十五三昧会（にじゅうござんまいえ）とは、お寺が中心となり「メンバーの誰かがヘルプを願い
出たら、みんなで出来る範囲のお手伝いをしよう」など、ゆるやかな人的交流の互助的な共同体
です。入会費や制限など一切ありません、詳しくはお寺までご連絡を。（平日10時～16時）

1月29日（日）

会員
募集中

檀信徒以外の方も、曹洞宗以外のも方、初めての方も、お気軽にご参加ください。

どなたでも
参加自由!

講師：多田地域包括支援センター 担当者

認知症サポーター養成講座

　「65歳以上の4人に1人が認知症とその“予備軍”」だ
と言われています。
　この２年の間に見送ったお寺の姑・舅そして実母この
３人ともが認知症でした。自分自身もそうなる可能性は
かなり高いと思っています。他人事ではありません。認知
症を理解し、何らかの形でサポート出来るようになってお
けば、家族が、ご近所の方が、そして自分自身が救われる
と思います。
　「認知症サポーター」とは厚生労働省の「認知症サポーターキャラバン」事業の一環
で、認知症に対する偏見や誤解をなくすとともに、認知症になっても尊厳をもって地域
で暮らせるよう、「認知症サポーター」と「キャラバン・メイト」の養成に取り組んでい
ます。「認知症サポーター」は認知症について正しい知識をもち、認知症の人と家族を
温かく見守る応援者で、この講座を受けると「オレンジリング」がもらえます。これを身
につけると介護者がちょっと手伝って欲しいと思うときに、声をかけやすいような目
印になります。
★平成28年３月現在、兵庫県内で286,233名の認知症サポーターが養成されています★

オレンジリング


